
ペット飼育に関する特約 

 

【第 1 条（目的）】 

共同住宅において快適な居住環境を維持し、居住者同士及び居住者と近隣住民とのトラブ

ルを防止することを目的とする。 

【第 2 条（飼育可能なペット）】 

飼育可能なペットは 1 匹とし、許可した小型犬、猫、小動物（うさぎ、モルモット、ハムス

ター、リス等）に限る。また、犬又は猫については、成犬時または成猫時の体長が 50cm 程

度、体重が 10 ㎏程度以下の大きさのものとして認めたものとする。 

躾が出来ているペットやマナー（モラル）のある借主で貸主が認める場合はこの限りでない。 

【第 3 条（飼育許可条件）】 

ペットの飼育を希望する者（以下飼育者という）は、次の書類を提出し、貸主または管理者

の許可を得なければならない。許可なくペットを飼った場合罰金 10 万円とする。 

 書類①ペット飼育申請書（誓約書に署名・押印し、ペットの写真を添付する事） 

 書類②法律で定められている予防注射及び登録が行われていることを証する書類 

（コピー） 

【第 4 条（飼育者義務）】 

① ペットには各種伝染病の予防ワクチンの接種を受けさせること。 

② ペットが人または他のペットに感染する恐れのある病気に罹患した場合は、伝染の恐れ

がなくなるまで、物件へのペットの入室を禁止するとともに貸主又は管理者に報告し支

持を受けること。 

③ 飼育するペットが建物の室内外において、ケガ及び死亡が発生しないよう、飼育者は管

理をしなければならない。万一発生した場合、貸主及び管理者はその責任を負わない。 

④ ペットの発情期における鳴き声は近隣の迷惑になるため、避妊手術・去勢手術等の対策

を取る等して絶対に鳴かないようにすること。 

【第 5 条（順守事項）】 

① 共用部（階段・廊下等）ではペットは抱きかかえるかケージに入れ、マーキング等は絶

対にさせないこと。 

② 共用部で食べ物や飲み物を与えたり排泄をさせないこと。万が一の場合は必ず臭いが残

らないように後始末をすること。 

③ ペット及び飼育環境は常に清潔をいじし、健康管理、疾病の予防、ノミ・ダニ等害虫の

発生を防止すること。 

④ 糞尿による悪臭や無駄吠え鳴き声等で居住者及び近隣住民等に迷惑をかけないように

ペットには必要なしつけを行うこと。 

 



⑤ ペットは借主の専用部分（バルコニーは除く）のみで飼育すること。尚、室内であって

もケージ内で飼育すること。（足音等の騒音防止のため） 

⑥ ペットの手入れ又は飼育用具等の清掃等を行う場合は、必ず窓を閉める等して毛の飛散

を防止するとともに汚物を衛生的な方法により適切に処理すること。バルコニー、駐車

場、その他の共用部分ではペットの手入れ及び飼育用具等の清掃はしないこと。 

⑦ 浴室や洗面台等の排水溝にペットの抜け毛を流さないこと。それにより配水管が詰まっ

た場合は修繕費を全額借主が負担することとする。 

⑧ ペットの排泄物は新潟市の燃えるゴミで処理するか、又はトイレに流して処理すること。

トイレに流す場合は必ずトイレットペーパーを使用すること。絶対にティッシュペーパ

ーは使用しないこと。ティッシュペーパーでトイレが詰まった場合は修繕費を全額借主

が負担することとする。 

⑨ 飼育に関する苦情やトラブル等があった場合で注意しても同じことが 3 度繰り返しあ

った場合退去して頂く。 

⑩ ペットを同伴した来客の入室は禁止する。 

⑪ 1 日以上不在にする場合、ペットのみを部屋に置かないこと。 

⑫ 天災火災等の非常時には、ペットを保護し、他の居住者や近隣住民に迷惑をかけないよ

うにすること。 

⑬ ペットが死亡した時には責任をもって適切な処置をすること。 

⑭ ペットの毛が共用部に落ちている場合の掃除はペットの飼育者が責任を持って清掃す

ること。 

【第 6 条（飼育者の賠償責任）】 

ペットによる建物の床・壁・建具・内装材及び設備等、室内・室外を問わず破損・汚損（ペ

ットによる異臭を含む）又はほかの入居者並びに他のペットに対する傷害・損害等を生じた

場合は、飼育者が全責任を負い、損害賠償、原状回復等誠意をもって解決しなければならな

い。 

【第 7 条（退去時の原状回復）】 

賃貸借契約の終了により、建物を明け渡すときは、入居期間の長短に関わらず清掃業者によ

る全室のクリーニング（消毒、消臭を含む）を必ず実施するものとする。また、室内の床・

建具・内装材並びに設備等、ペットによる破損、汚損、傷、変色、異臭等が認められた場合

には、修理・取り換え、オゾン脱臭等を行い入居前の状態に回復するものとする。オゾン脱

臭は異臭が消えるまで行った日数に応じた実費を借主が負担するものとする。 

但し、壁紙に関しては経年劣化に関わらず退去時に全て張替えするものとし、その費用は全

額借主が負担することとする。 

【第 8 条（近隣への賠償責任）】 

ペットの飼育に起因して近隣に損害を与えた場合は、その飼育者は誠意をもって状況を改

善し被害者に補償すること。 



【第 9 条（飼育の取消）】 

貸主又は管理者は、飼育者がこの規則に違反し、他人に危害又は迷惑をかけた場合は、飼育

を禁止することができる。 

 

 

 

平成  年   月  日 

    

      貸主住所：新潟県新潟市北区葛塚３３７３                  

 

  貸主住所：有限会社東西 代表取締役 石原春美            ㊞  

 

 

   借主住所：                                

 

   借主氏名：                             ㊞  

 

 

   連帯保証人住所：                             

 

   連帯保証人氏名：                          ㊞  

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【ペット飼育申請書】 
  

私は貴社よりペット飼育可能な賃貸住宅を賃借するに当たり、本日受領した【ペット飼育に

関する特約】の説明を受け、本則に納得・同意の上順守する子をと約束します。万一これに

違反した場合は、ペットの飼育を禁止、あるいは立ち退きを要求されても異議なく従います。 

 

西暦     年    月    日 

アパート名                                 号室 

賃借人（飼育者）氏名                              ㊞ 

緊急連絡先                                     

ペット  小型犬・猫・その他        種類              ・雑種 

生年月日      年   月   日   体長・体重      cm     ㎏ 

特徴・毛色等                                   

予防接種    年    月    日（                    ） 

 

添付写真    年    月    日撮影 

 


